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延
長
が
休
日
確
保
や
長
時
間

労
働
是
正
に
欠
か
せ
な
い
た

め
、実
現
に
向
け
ま
ず
は
現

状
を
調
査
し
、工
程
が
遅
れ

る
要
因
な
ど
を
把
握
す
る
。

調
査
で
は
、直
近
２
年
程

度
以
内
に
竣
工
し
た
県
、市

町
村
発
注
工
事
で
、受
注
者

の
立
場
か
ら
工
期
設
定
・
変

更
に
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え

る
案
件
に
つ
い
て
、①
種
別

（
新
・
増
築
、改
修
等
）②
概
要

③
当
初
・
最
終
請
負
額
④
当

初
・
最
終
工
期
―
な
ど
の
基

礎
情
報
を
聞
い
た
上
で
、具

体
的
な
問
題
点
や
必
要
工

期
、改
善
策
等
の
回
答
を
求

め
た
。建
築
・
設
備
工
事
の
概

成
工
期
に
つ
い
て
も
特
記
仕

様
書
や
総
合
工
程
表
へ
の
記

載
の
有
無
を
調
べ
、当
協
会

と
空
衛
協
は
設
備
工
事
の
総

合
試
運
転
期
間
が
確
保
さ
れ

た
か
も
確
認
し
た
。

３
団
体
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の

会
員
に
対
し
て
、
７
月
に
調

３
団
体
は
３
月
に
開
い
た

意
見
交
換
会
で
、建
設
業
へ

の
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限

規
制
適
用
な
ど
を
踏
ま
え
、

建
築
工
事
の
働
き
方
改
革
に

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
で

合
意
。施
工
環
境
の
制
約
や

資
材
高
騰
・
納
期
遅
延
等
の

影
響
を
受
け
や
す
い
建
築
工

事
で
は
、適
正
な
工
期
設
定
・
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査
票
を
配
布
。収
集
し
た
回

答
の
整
理
・
分
析
を
行
っ
て

い
る
。調
査
結
果
が
ま
と
ま

り
次
第
、
３
団
体
に
よ
る
意

見
交
換
会
等
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

員
会
を
開
き
、公
共
工
事
の

工
期
設
定
の
問
題
点
に
係
る

調
査
の
内
容
な
ど
を
協
議
し

た
。大

槻
博
太
会
長
、永
井
博
、

丹
野
勇
治
両
副
会
長
、車
田

昭
総
務
委
員
長
、三
瓶
良
幸

郡
山
支
部
長
、渡
部
昌
彦
相

双
支
部
長
、野
内
忠
宏
専
務

理
事
が
出
席
。工
期
設
定
調

査
に
つ
い
て
は
経
過
と
今
後

の
進
め
方
、調
査
票
の
質
問

項
目
な
ど
を
確
認
し
た
。

当
協
会
は
７
月
３
日
、福

島
市
の
協
会
事
務
所
で
今
年

度
第
１
回
正
副
会
長
総
務
委

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
県
支
部
の
令
和
６
年
度
安

全
衛
生
表
彰
で
、当
協
会
会

員
か
ら
三
浦
秀
和
氏（
三
友

電
設
）が
功
績
賞（
所
長
）を

受
賞
し
た
。

５
年
度
安
全
競
争
の
電
気

工
事
部
門
は
、高
柳
電
設
工

業
が
４
年
連
続
で
優
勝
。準

優
勝
は
大
槻
電
設
工
業
、第

１
位
に
三
友
電
設
、第
２
位

に
佐
藤
電
設
、第
３
位
に
須

南
電
設
が
入
っ
た
。

表
彰
式
は
７
月
26
日
、福

島
市
の
エ
ル
テ
ィ
で
開
か
れ

た
第
56
回
県
建
設
業
労
働
災

害
防
止
大
会
で
行
わ
れ
、長

谷
川
浩
一
支
部
長
が
増
田
穂

積
高
柳
電
設
工
業
副
会
長
ら

に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

大
会
に
は
約
１
５
０
人
が

出
席
。安
全
の
誓
い
を
採
択

し
、労
災
減
少
と
死
亡
災
絶

滅
に
向
け
、関
係
者
が
一
丸

と
な
っ
て
安
全
で
快
適
な
職

場
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
こ

と
と
し
た
。

表
彰
を
受
け
る
増
田
副
会
長

（
右
）

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
県
建
産
連
、長
谷
川
浩
一
会

長
）は
７
月
29
日
、県
土
木
部

に
対
す
る
要
望
活
動
＝
写
真

＝
を
行
い
、第
３
次
担
い
手

三
法
の
成
立
を
受
け
、県
内

建
設
業
の
生
産
性
向
上
と
働

き
方
改
革
の
一
層
の
推
進
を

求
め
た
。当
協
会
は
、県
有
建

築
物
設
計
施
工
履
歴
デ
ー
タ

の
保
存
活
用
と
適
切
な
工
期

設
定
を
強
く
訴
え
た
。

長
谷
川
会
長
、副
会
長
の

大
槻
博
太
当
協
会
長
や
大
内

弘
之
県
空
調
衛
生
工
事
業
協

会
長
ら
と
野
内
忠
宏
当
協
会

専
務
理
事
は
じ
め
関
係
団
体

事
務
局
が
県
庁
を
訪
問
。県

土
木
部
の
矢
澤
敏
幸
部
長
、

山
田
毅
技
監
、高
橋
和
司
政

策
監
、芳
賀
英
幸（
企
画
技
術

担
当
）、鈴
木
由
起
彦（
道
路

担
当
）、渡
邉
佳
文（
建
築
担

当
）各
次
長
ら
に
要
望
し
た
。

大
槻
会
長
が
既
存
建
築
物
の

設
計
施
工
履
歴
デ
ー
タ
に
つ

い
て
、業
務
効
率
化
の
観
点

か
ら
保
存
、活
用
の
必
要
性

を
訴
え
た
。

要
望
は
県
有
建
築
物
設
計

施
工
履
歴
デ
ー
タ
の
保
存
活

用
、適
切
な
工
期
設
定
の
ほ

か
①
建
設
Ｄ
Ｘ
の
推
進（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
・
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
の
推
進
、Ａ
Ｓ
Ｐ
・
遠
隔
臨

場
等
の
原
則
化
、市
町
村
・
民

間
工
事
へ
の
建
設
Ｄ
Ｘ
普
及

の
働
き
掛
け
）②
公
共
土
木

施
設
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ

ム
の
構
築
③
工
事
等
に
関
す

る
提
出
書
類
の
簡
素
化
④
ウ

イ
ー
ク
リ
ー
ス
タ
ン
ス
の
徹

底
⑤
協
議
に
対
す
る
速
や
か

な
対
応（
ワ
ン
デ
ー
レ
ス
ポ

ン
ス
を
基
本
と
し
た
対
応
）

⑥
円
滑
な
施
工
確
保（
十
分

な
発
注
準
備
、適
切
な
現
場

指
示
、設
計
変
更
の
適
切
・
円

滑
な
対
応
等
）⑦
発
注
者
支

援
・
Ｃ
Ｍ
の
適
切
な
運
用
―

の
計
９
項
目
。

県
有
建
築
物
の
設
計
施
工

履
歴
デ
ー
タ
は
、学
校
な
ど

各
施
設
管
理
者
が
保
存
管
理

し
て
お
り
、建
築
・
設
備
改
修

時
に
設
計
・
施
工
者
が
デ
ー

タ
の
収
集
分
析
に
苦
慮
し
て

い
る
と
し
て
、県
土
木
部
建

築
部
局
が
履
歴
デ
ー
タ
を
一

元
的
に
一
定
の
ル
ー
ル
で
保

存
管
理
す
る
こ
と
を
要
望
。

こ
れ
ま
で
通
り
各
施
設
管
理

当
協
会
と
県
建
設
業
協
会
、県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

は
、
３
団
体
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
、公
共
建
築
工
事
の

工
期
設
定
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
実
施
し
た
。現
在
、調

査
結
果
の
分
析
を
進
め
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
か
ら

工
期
に
問
題
の
あ
る
工
事
の
受
注
経
験
や
そ
の
問
題
点

な
ど
を
収
集
共
有
し
、建
築
・
設
備
業
界
が
連
携
し
て
工

期
に
関
す
る
課
題
の
改
善
に
取
り
組
む
考
え
。
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問
題
点
把
握
し
改
善
へ

問
題
点
把
握
し
改
善
へ

当

協

会

と

建
協
、空
衛
協

３
団
体
連
携
で
実
態
調
査

県有建築物

履
歴
デ
ー
タ
保
存
活
用
を

建
産
連
が
県
土
木
部
に
要
望

は
、電
子
納
品
シ
ス
テ
ム
運

用
以
前
の
デ
ー
タ
も
含
め
、

新
た
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
同
一
ル
ー
ル
の
下
で
デ
ー

タ
を
保
存
管
理
し
、検
索
等

も
可
能
と
す
る
よ
う
求
め

た
。適

正
工
期
の
設
定
で
は
、

設
備
工
事
の
総
合
試
運
転
調

整
期
間
が
確
実
に
確
保
で
き

る
工
期
設
定
と
発
注
者
に
よ

る
着
実
な
工
程
管
理
を
要

請
。改
正
建
設
業
法
に
基
づ

く「
工
期
設
定
に
関
す
る
基

準
」が
民
間
建
築
工
事
で
も

適
切
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
、

民
間
事
業
者
等
に
働
き
掛
け

る
よ
う
訴
え
た
。

矢
澤
部
長
は
要
望
を
受

け
、
県
有
建
築
物
の
履
歴

デ
ー
タ
保
存
活
用
に
つ
い
て

保
存
の
在
り
方
、既
存
デ
ー

タ
の
取
り
扱
い
を
管
理
す
る

関
係
部
局
等
と
調
整
を
進
め

る
と
回
答
。民
間
建
築
工
事

の
適
正
工
期
の
確
保
は
、県

建
設
業
関
係
労
働
時
間
削
減

推
進
協
議
会
の
枠
組
み
で
商

工
関
係
団
体
等
に
引
き
続
き

要
請
す
る
と
し
た
。

東
北
地
方
整
備
局
の
今
年

度
国
土
交
通
行
政
関
係
功
労

者
表
彰
で
、須
南
電
設
が
施

工
し
た「
福
島
管
内
電
気
等

設
備
維
持
補
修
工
事
」が
福

島
河
川
国
道
事
務
所
、会
津

電
気
工
事
の「
郡
山
国
道
電

気
設
備
等
維
持
補
修
工
事
」

が
郡
山
国
道
事
務
所
の
そ
れ

ぞ
れ
優
良
工
事
事
務
所
長
表

彰
を
受
賞
し
た
。

福
島
河
川
国
道
事
務
所
の

表
彰
式
は
７
月
29
日
、福
島

市
の
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
で

行
わ
れ
、須
南
電
設
の
渡
邊

康
之
社
長
に
望
月
貴
文
所
長

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

郡
山
国
道
事
務
所
は
同
25

日
、郡
山
市
の
県
農
業
総
合

セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
を
行

い
、松
原
陽
一
所
長
が
佐
藤

脩
一
会
津
電
気
工
事
社
長
に

賞
状
を
手
渡
し
た
。

令
和
５
年
度
完
成
工
事
の

う
ち
、工
事
成
績
が
優
秀
で

卓
越
し
た
技
術
や
創
意
工
夫

が
あ
っ
た
工
事
、困
難
な
条

件
を
克
服
し
た
工
事
な
ど
を

優
良
工
事
と
し
て
選
定
し
、

施
工
企
業
を
表
彰
し
た
。

者
が
保
存
管
理
す
る
場
合

建災防表彰

三
浦
さ
ん
に
功
績
賞

安
全
競
争

電
気
部
門

高
柳
電
設
工
業
が
優
勝

地整福島
優良工事

須
南
電
設
を
所
長
表
彰

会
津
電
気
工
事
は
郡
山
国
道
で

表
彰
を
受
け
る
渡
邊
社
長（
上
）と
佐
藤
社
長

正
副
会
長
総
務

委
員
会
で
確
認

工
期
調
査
内
容
な
ど
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県
総
合
設
備
協
会（
大
槻

博
太
会
長
）は
７
月
８
日
、郡

山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
で
今
年
度
安
全
大

会
・
技
術
研
修
会
を
開
い
た
。

当
協
会
の
技
術
者
ら
１
４
７

人
が
参
加
し
、労
働
安
全
衛

生
法
令
の
改
正
内
容
、県
設

備
工
事
の
検
査
結
果
や
工
期

設
定
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
。

　

古
川
敏
弘
県
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
副
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、皆
川
将
延
福
島

労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安

全
課
安
全
衛
生
係
長
が「
建

設
業
の
労
働
災
害
防
止
」に

つ
い
て
講
話
。大
塚
淳
史
大

塚
設
備
専
務
取
締
役
の
リ
ー

ド
で
今
年
度
全
国
安
全
衛
生

週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
参
加
者

全
員
で
唱
和
し
た
。

　

今
年
５
月
末
時
点
の
県
内

建
設
業
の
労
働
災
害
は
、死

亡
者
数
が
２
人
と
前
年
同
期

比
で
２
人
減
少
し
た
が
、死

傷
者
数
は
１
２
３
人
と
20
人

増
加
し
て
い
る
。墜
落
・
転
落

災
害
が
依
然
多
く
、皆
川
係

長
は
設
備
工
事
で
も
使
う
こ

と
が
多
い
脚
立
作
業
の
注
意

点
を
説
明
。熱
中
症
予
防
や

は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
災

害
の
防
止
、安
全
衛
生
法
令

の
改
正
内
容
等
も
解
説
し
た

上
で
、労
災
防
止
に
は「
事
業
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代
表
者
変
更

場
の
ト
ッ
プ
と
労
働
者
の
協

力
が
大
事
。そ
れ
ぞ
れ
の
目

で
危
険
を
洗
い
出
し
て
労
災

防
止
に
努
め
、職
場
の
安
全

を
築
い
て
ほ
し
い
」と
述
べ

た
。

　

技
術
研
修
会
で
は
、遠
藤

英
典
県
出
納
局
工
事
検
査
課

主
幹
兼
専
門
工
事
検
査
員
が

令
和
５
年
度
工
事
検
査
の
実

績
、検
査
時
の
主
な
指
導
事

項
な
ど
、横
田
尚
也
県
土
木

部
技
術
管
理
課
主
査
が「
県

設
備
工
事
の
働
き
方
改
革
へ

の
対
応
」と
し
て
、総
合
試
運

転
調
整
期
間
の
確
保
や
工
期

設
定
基
準
等
を
解
説
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、総
合
試
運
転

調
整
期
間
に
つ
い
て
は
、総

合
工
程
表
に
す
べ
て
の
関
連

工
事
受
注
者
が
同
意
し
た
概

成
工
期
を
設
定
し
、監
督
員

に
よ
る
関
連
工
事
間
の
調
整

へ
の
協
力
、指
示
が
適
切
に

行
わ
れ
る
よ
う
、県
が
関
連

団
体
に
周
知
済
で
、受
注
者

間
で
調
整
の
上
、総
合
工
程

表
を
作
成
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。工
期
設
定
の
基
準
で

は
、横
田
主
査
が
工
期
変
更

に
つ
い
て「
受
発
注
者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

事
。ワ
ン
デ
ー
レ
ス
ポ
ン
ス

を
心
掛
け
て
い
る
」と
し
、受

注
者
側
は
い
つ
ま
で
に
決
裁

が
ほ
し
い
か
な
ど
、遠
慮
せ

ず
に
相
談
し
て
ほ
し
い
と
呼

び
掛
け
た
。

　

当
協
会
は
６
月
12
日
、西

郷
村
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
那
須
白

河
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
第
12
回

親
善
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き
、

会
員
ら
が
腕
を
競
い
合
い
な

が
ら
交
流
を
深
め
た
。

　

正
会
員
や
賛
助
会
員
、友

好
団
体
か
ら
38
人
が
参
加
し

た
。競
技
は
18
ホ
ー
ル
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ダ
ブ
ル
ぺ

リ
ア
方
式
で
行
わ
れ
、吉
田

政
夫
さ
ん（
中
野
電
工
）が
優

勝
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
の
上
位
入
賞
者

は
次
の
通
り
。

　

▽
準
優
勝
＝
渡
部
昌
彦

（
旭
電
気
工
事
）▽
第
３
位
＝

鈴
木
尚
志（
ト
ベ
）▽
第
４
位

＝
車
田
昭（
車
田
電
気
工
業
）

▽
第
５
位
＝
小
柳
浩（
県
設

備
設
計
事
務
所
協
会
）

 

親
睦
を
深
め
た
参
加
者 

　

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津（
喜
多
方
市
）は
、電
気

配
管
設
備
科
の
令
和
７
年
度

入
学
生
を
募
集
す
る
。

　

同
科
は
、建
築
設
備（
電
気

設
備
、給
排
水
設
備
、冷
凍
空

調
各
技
術
）に
つ
い
て
２
年

間
の
総
合
的
な
教
育
訓
練
を

行
い
、若
手
技
術
者
の
人
材

育
成
に
努
め
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
の
入
学
試
験

は
①
推
薦
・
学
校
推
薦
型
選

　

当
協
会
の
技
術
・
安
全
委

員
会（
目
黒
健
之
委
員
長
）は

７
月
８
日
、郡
山
市
の
ビ
ッ

グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
今

年
度
第
１
回
会
合
を
開
き
、

今
年
度
現
場
研
修
会
の
会
場

に
つ
い
て
協
議
。矢
吹
町
の

県
農
業
短
期
大
学
校
内
に
建

設
中
の
仮
称
・
ふ
く
し
ま
農

技
術
・
安
全
委
員
会

研
修
現
場
な
ど
協
議

ま
し
た
。自
宅
は
仙
台
市
で

す
が
、入
社
が
福
島
支
社
い

わ
き
営
業
所
で
、
そ
の
後
も

郡
山
市
や
福
島
市
な
ど
合
わ

せ
て
約
10
年
間
、福
島
県
で

過
ご
し
て
お
り
、長
男
は
福

島
市
生
ま
れ
、長
女
は
郡
山

市
生
ま
れ
で
も
あ
り
、第
二

の
故
郷
と
し
て
の
福
島
で
ま

た
仕
事
が
出
来
る
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

弊
社
は
、
東
北
電
力
グ

ル
ー
プ
の
総
合
設
備
工
事
会

社
と
し
て
今
年
80
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。今
後
１
０
０
年

企
業
を
目
指
し
、地
域
の
皆

様
の
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
会
社

と
し
て
選
ば
れ
続
け
る
よ
う

▽
出
身
地
／
宮
城
県
仙
台
市

▽
誕
生
年
／
１
９
６
７
年

▽
趣
味
／
渓
流
釣
り
・
海
釣

り▽
座
右
の
銘
／
無
知
の
知

▽
抱
負
／
今
年
６
月
に
福
島

支
社
長
と
し
て
着
任
い
た
し

安 全 大 会 
技術研修会

労
災
防
止
へ
決
意
新
た

県
設
備

工　

事　

工
期
設
定
な
ど
理
解
深
め
る

第
12
回
親
善 

ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
は
吉
田
さ
ん

電
気
配
管
設
備
科

の
入
学
生
を
募
集

テ
ク
ア
カ
会
津

皆川係長��

�横田主査��

�遠藤主幹��

 

１
４
７
人
が
参
加
し
た
安
全

大
会
・
技
術
研
修
会  

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。協会のうごき協会のうごき

【６月】
5日 • 県入札制度に関する研修会及び県設備工事の

働き方改革へ対応について（杉妻会館）
6日 • 福島配電懇親会（ホテル福島グリーンパレス）
7日 • 県設備設計事務所協会第44回通常総会懇親会

（エルティ）
10日 • いわき支部研修旅行の準備会議（常盤電設産

業）
12日 • 第12回親善ゴルフ大会（グランディ那須白河）
14日 • 建災防第60回通常総会（エルティ）

• 建産連第40回通常総会（エルティ）
21日 • 建産連参与会10:30 ～（県建設センター）

• 会津支部例会（アドリア北出丸カフェ）
【７月】

1日 • いわき支部県4出先機関との意見交換会の研修
先との調整会議（双葉地区特別支援学校移転
新築・電気現場事務所）

2日 • 福島エネルギー懇談会定時総会（エルティ）
3日 • 福島支部インターンシップ打ち合わせ（協会）

• 第1回正副会長・総務委員会（協会）
8日 • 第1回技術・安全委員会（ビックパレットふく

しま）
• 令和6年度安全大会・技術研修会（ビックパレッ

トふくしま）
9日 • 会津支部「道の日」道路清掃奉仕作業
10日 •「フォーラム：がんばろう！東北」（江陽グラ

ンドホテル）
12日 • 福島支部例会（竹林亭）

• 日電工東北令和6年度臨時総会（江陽グランド
ホテル）

17日 • 会津支部「道の日」道路清掃奉仕作業
22日 • 会計事務所監査（協会）

• 会津支部コンペ（ボナリ高原ゴルフクラブ）
• 会津支部例会・暑気払い（三十三間堂・旬味）

23日 • いわき支部・いわき電設業協会との合同暑気
払いコンペ（小名浜オーシャンホテル＆ゴル
フクラブ）

• 副会長監査（協会）
• 会津支部「道の日」道路清掃奉仕作業

24日 • 現場研修会事前打ち合わせ（ふくしま農業人
材育成センター現場）

26日 • 建産連参与会（県建設センター）
• 建災防労働災害防止大会（エルティ）

29日 • 建産連県土木部長への要望（県庁）
30日 • 福島支部福島工業高校インターンシップ（協

会）
• 東北6県電業協会役員懇談会（奥州秋保温泉・

蘭亭）
31日 • 福島支部福島工業高校インターンシップ（協

会）

㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
福
島
支
社

　
常
務
執
行
役
員
支
社
長

佐
藤　
　

暢

業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
を
軸

に
調
整
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
１
級
電
気
施

工
管
理
技
士
技
術
検
定
試
験

準
備
講
習
会
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。

抜
＝
10
月
４
日（
出
願
期
間

９
月
17
～
27
日
）同
・
総
合
型

選
抜
＝
11
月
６
日（
10
月
21

～
29
日
）③
一
般
＝
12
月
13

日（
11
月
27
日
～
12
月
６

日
）。社
会
人
は
推
薦
・
総
合

型
選
抜
か
ら
出
願
が
可
能
。

　

詳
細
は
同
校
☎
０
２
４
１

（
27
）
３
２
２
１（
入
試
担

当
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhtt

ps://www.tc-aizu.ac.
jp/

ま
で
。
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岩崎電気株式会社 http://www.iwasaki.co.jp

―賛助会員募集－

　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・高効率な設備のトータルシステムを

適正価格で提供することで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします
・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

参加した生徒からの感想文参加した生徒からの感想文

将来考えるきっかけに
県立白河実業高校　柴田　大輝

　僕は、今回の産業現場実習で学んだことは大きく3つありま
す。
　1つ目は、建築には木造建築と鉄造建築があり、それぞれの
違いについて学びました。木造建築は多数材料で組み立て、
鉄造建築は少数材料で組み立てることが分かった。
　2つ目は、一般住宅の照明器具取り替え工事の仕方について
です。引掛シーリングは、穴にはめて少し回すとつけられる
こと、ニッパーでの被覆の剥き方など勉強になることがたく
さんありました。このことは電気工事士の資格取得のために
活かしたいです。
　3つ目は、住宅の器具取替工事の仕方についてです。コンセ
ントとスイッチの外し方や取付方など勉強になることが多く
ありました。
　他にも、エアコンの取付工事やＥＶコンセント工事の仕方
について多くのことを学ことができました。
　僕はこの1週間でたくさんのことを学び、たくさんの人と関
わり合うことができました。僕はこの実習で将来についての
考えを持つことができました。

電気工事の面白さ知る
県立白河実業高校　増子　　亮

　5日間の産業現場実習を通して、学んだことがたくさんあり
ます。
　1日目は、木構造新築現場や鉄骨構造新築現場の見学に行き、
ボックスや配管がどのように設置されているのか知ることが
できました。また、見学だけでなく一般住宅の照明やコンセ
ント、スイッチの取替などを実際にやりました。
　初めてやる作業に緊張しましたが、優しく丁寧に教えてく
ださったおかげで間違えることもなく取り替えることができ
ました。達成感や電気工事の面白さも知ることができ、とて
も貴重な体験ができました。
　しかし、難しい箇所もあり、苦戦することもありましたが、
そこも含めて電気工事の仕事に興味を持ち、面白いと思いま
した。見たことのない道具なども手に取って見ることができ、
目の前で行われる工事は迫力がありました。
　また、最終日には第2種電気工事士の実技に向けた結線の仕
方も教えていただき、とても充実した5日間になりました。

多くを学んだ実習
県立白河実業高校　本柳　柊大

　僕は、今回の産業現場実習で学んだことがたくさんありま
す。
　まず1つ目に、どこの現場でもまず業者の人たちが集まって
話し合い、作業中にも業者の人と話をしながら作業していて
コミュニケーションの大切さを学びました。
　そして2つ目は、現場での働き方です。しっかりと1時間働
いたら30分休んでとメリハリを持って働いていました。現場
には危険なことも多く、周りを見ながら働き、怪我をしない
ことが仕事をする上で一番大事なことだと思いました。
　3つ目は、資格は学生のうちに取得しておいた方がいいと
言っていたことです。社会人になってからだと仕事をしなが
ら資格の勉強もしないといけないので大変だと言っていたの
が印象的でした。
　最後にこの実習を通して感じたことは、自分のやりたいこ
とができる会社に入社することが一番会社を選ぶ上で大切だ
と思いました。どこでもいいという考え方ではなく自分が興
味を持った会社を選ぶのがいいとわかりました。

コミュニケーション大切
県立白河実業高校　根本　　蓮

　私は5日間の産業現場実習を終えて沢山のことを学びま
した。
　1日目では、どんな会社でもコミュニケーション能力が
必要だとわかりました。車田電気工事株式会社では一般
の人からの依頼だけでなく、市や県から大きな仕事の依
頼、小請業者としての依頼がたくさんくるので、現場に
行くと他の企業の方も一緒に仕事をすることになり、や
はりコミュニケーション能力は必要だと学びました。
　4日目では、現場で使う道具の資格もあるということを
学んだ。一日中道具の使い方の説明を受ければ取れる資
格も多いですが、そう言った資格も取れるならば高校生
のうちに取っておくことが大切だと思いました。
　このように、私は産業現場実習を終えてコミュニケー
ション能力の大切さや図面の量と大きさ、現場で使う資
格の種類の大切さを学び、より電気屋さんの大変さや凄
さを学ことができました。

実習の学び今後に生かす
県立白河実業高校　根本　　俊

　実習を終えて学んだことが3つあります。
　1つ目は、挨拶です。大きな声で挨拶ができていないと
指示を受け、改めて挨拶は大切だと思いました。ただす
れば良いのではなく、一人一人に大きくすることで、自
然と緊張もだんだん解けてコミュニケーションが生まれ
ました。
　2つ目は、素早く行動することです。現場での仕事は、
いかに早く、正確にできるかが重要です。指示されたこ
とをするのももちろん効率的に作業をするために、道具
を準備したり、協力することが大切だと学びました。
　3つ目は、安全確認です。会社では「危険予知」「ＫＹ」
という確認をしました。それによって、気が引き締まり
安全な状態で作業することができました。現場の仕事で
は特に危険なので大切なだと感じました。
　最後に、今回学んだことは、社会に出ても重要なこと
だと思いました。学んだことをもとに、高校生活や就職
活動に活かして行きたいです。有意義な1週間となって良
かったです。

成長感じた５日間
県立白河実業高校　佐藤　瑠良

　私は、5日間の産業現場実習を通してたくさんのことを
学びました。建築関係の仕事ではなく不安でしたが、東
陽電気工事の皆さんが優しく教えてくださり不安がなく
なりました。
　印象に残ったことは、エアコン取り付けです。理由は、
普段使っているエアコンを自分で取り付けてみて、とて
も大変な作業だと分かったからです。一つ一つの作業が
大変で重要な仕事だと思いました。見えないところまで
綺麗に作業していてすごいと思いました。
　産業現場実習で普段できないことが学べました。緊張
感を持ちながら真剣に仕事に取り組むことができました。
現場作業は危険がたくさんだと感じたので気を引き締め
るのも大切だと思いました。産業現場実習で学んだこと
をこれからの学校生活や就職活動に活かしていきたいと
思います。実習中の目標にしていた「挨拶」はこれから
も続けていきたいです。自分の成長を感じることができ、
五日間が私にとって貴重な経験となりました。

積極的な行動心掛ける
県立白河実業高校　大塚　紗姫

　私は今回のインターンシップを通して思うことがたく
さんありました。5日間はとても充実したものでした。
　初日は緊張してしまい思うようにいかず挨拶の声が小
さく、話に対して返事ができないことがありました。で
すが、社員の方々があたたかく迎え入れてくださり出勤
するたびに慣れていきました。電気工事について知識が
なく、慣れないことばかりでしたが優しくわかるように
教えていただき作業に取り組めました。
　2日目、3日目と過ぎていくうちにだんだんと慣れて場
の空気に溶け込むことができたと思います。作業に積極
的に取り組むことができなかったのが反省点でした。社
会に出たら積極的に行動できる人が活躍していくと思う
ので、負けずに頑張っていきたいです。
　最後に、5日間とてもお世話になった会社の方々にとて
も感謝でいっぱいです。5日間でとても学びのある体験が
できたと思います。この5日間の経験は今後に絶対活かし
ていきたいと思います。

白
河
支
部
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

白
河
支
部
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

白
河
支
部
は
、県
立
白
河

実
業
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
協
力
し
、
６
月
３

日
か
ら
７
日
ま
で
の
５
日

間
、電
気
科
と
建
築
科
の
各

２
年
生
計
７
人
が
会
員
企
業

３
社
を
訪
問
し
、電
気
設
備

工
事
の
仕
事
を
学
習
し
た
。

　

車
田
電
気
工
業
、東
陽
電

気
工
事
、仁
平
電
設
が
生
徒

を
受
け
入
れ
た
。生
徒
ら
は
、

各
社
が
準
備
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
沿
っ
て
現
場
実
習
・

見
学
、Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
な
ど
を

行
い
、照
明
器
具
や
エ
ア
コ

ン
の
取
付
作
業
な
ど
を
体
験

し
た
。社
会
人
の
心
構
え
も

学
ん
だ
。

電設業の仕事を体験
白河実業高校

２年生７人が現場実習

 

現
場
実
習
を
行
う
生
徒
ら  
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「
女
性
活
躍
」と
い
う
言
葉

は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の

で
す
が
、
時
代
の
流
れ
に

乗
っ
て
そ
う
い
っ
た
集
ま
り

で
仕
事
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と

も
し
ば
し
ば
。そ
も
そ
も
女

性
が
活
躍
で
き
て
な
い
と

か
、女
性
が
活
躍
で
き
る
環

境
に
な
っ
て
な
い
の
で
、
そ

う
い
っ
た
言
葉
が
先
行
す
る

の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

家
事
や
子
育
て
が
女
性
中

心
の
時
代
が
あ
っ
た
の
で
、

時
代
を
変
化
さ
せ
て
い
く
た

め
に
も
、
こ
う
い
っ
た
言
葉

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
で
は
、言
葉
が
先
行
し
な

く
て
も
女
性
も
男
性
同
等
に

活
躍
で
き
て
い
る
時
代
と

な
っ
て
い
ま
す
し
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
問
題
も
あ
る
の
で
、

言
葉
が
必
要
な
く
な
っ
て
く

る
時
代
が
来
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
、
そ
う
い
う
時
代
が

来
た
と
き
こ
そ
真
価
が
問
わ

れ
る
勝
負
だ
と
感
じ
ま
す
。

当
社
は
女
性
比
率
が
40
％
近

く
に
な
り
ま
し
た
が
、現
場

で
も
大
い
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

女
性
だ
か
ら
と
い
っ
て
繊

細
で
も
、細
か
い
と
こ
ろ
に

目
が
つ
く
わ
け
で
も
な
く
、

男
女
差
が
あ
る
の
は
力
だ
け

か
な
と
今
は
感
じ
て
い
ま

す
。今
後
と
も
先
入
観
な
く
、

対
等
に
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す（
東
陽

電
気
工
事
㈱
・
石
川
格
子
）。

　

先
日
、
福
島
ツ
ア
ー
に

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。１
日

目
が
パ
ー
シ
モ
ン
Ｃ
Ｃ
、
２

日
目
が
ボ
ナ
リ
高
原
Ｇ
Ｃ
で

し
た
。８
人
の
参
加
で
３
台

の
車
に
分
か
れ
て
の
移
動
と

な
り
ま
し
た
。

　

東
北
道
を
走
り
国
見
Ｓ
Ａ

で
合
流
し
食
事
の
予
定
で
し

た
が
、話
に
夢
中
に
な
り
通

過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。調

べ
ま
し
た
が
ゴ
ル
フ
場
近
辺

で
食
事
を
す
る
所
も
な
く
戻

る
こ
と
に
。

　

と
こ
ろ
が
次
の
Ｉ
Ｃ
は
白

石
で
片
道
17
㌔
の
移
動
に
な

り
ま
し
た
。よ
う
や
く
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
に
到
着
し
ま
し

た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
姿
は
な

く
食
事
を
済
ま
せ
ゴ
ル
フ
場

へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

ナ
ビ
の
案
内
通
り
に
進
み

間
も
な
く
左
折
。栗
の
木
の

看
板
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
し
た
が
、手
前
に
別
の
看

板
が
あ
り
見
え
な
く
て
ま
た

通
過
。
一
般
道
な
の
で
Ｕ

タ
ー
ン
で
き
ま
し
た
が
、今

日
は
間
違
え
る
日
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

ラ
ウ
ン
ド
を
終
え
福
島
市

内
の
ホ
テ
ル
に
向
か
う
た

め
、国
道
１
１
５
号
線
に
出

ま
し
た
。道
の
駅
の
交
差
点

に
差
し
掛
か
り
、直
進
で
し

た
が
左
側
が
左
折
の
車
線
で

ま
た
戻
る
こ
と
に
。２
度
あ

る
こ
と
は
３
度
あ
る
、
を
実

感
し
た
一
日
で

し
た（
光
洋
電

設
㈱
・
荒
明
）。

　

２
０
２
４
年
夏
、東
山
温

泉
エ
リ
ア
の
一
級
河
川
・
湯

川
に
高
さ
13
・
５
㍍
の
大
や

ぐ
ら
が
再
建
さ
れ
、
５
年
ぶ

り
に「
東
山
盆
踊
り
」が
復
活

し
た
。

　

80
周
年
を
迎
え
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
歴
史
は
古
く
始
ま

り
は
大
東
亜
戦
時
中
に
遡

る
。学
童
疎
開
を
東
京
都
台

東
区
か
ら
受
け
入
れ
、
そ
の

子
ど
も
た
ち
を
励
ま
そ
う
と

開
催
し
た
事
が
き
っ
か
け
ら

し
い
。

　

ら
し
い
と
言
う
の
は
、
１

９
４
４
年
８
月
15
日
付
の
福

島
民
報
新
聞
記
事
に
よ
る

と
、疎
開
し
て
来
た
子
ど
も

た
ち
は
敗
色
濃
厚
な
国
の
劣

勢
を
憂
う
事
も
親
元
を
離
れ

た
寂
し
さ
も
忘
れ
、白
虎
隊

で
有
名
な
会
津
若
松
に
行
け

る
と
心
踊
ら
せ
、夏
の
空
に

浮
か
ぶ
磐
梯
山
や
紺
碧
の
猪

苗
代
湖
の
絶
景
に
大
は
し
ゃ

ぎ
し
な
が
ら
、磐
越
西
線
に

揺
ら
れ
て
や
っ
て
来
た
と
あ

る
。

　
「
東
山
盆
踊
り
」は
こ
の
大

や
ぐ
ら
の
上
で
東
山
芸
妓
が

「
会
津
磐
梯
山
」
を
生
で
唄

い
、舞
を
魅
せ
る
。昔
は
市
街

地
か
ら
会
津
の
奥
座
敷
・
東

山
温
泉
ま
で
連
夜
、人
の
波

が
途
絶
え
る
事
が
無
か
っ
た

と
地
元
の
人
は
言
う
。次
代

へ
の
バ
ト
ン
が
ま
た
引
き
継

が
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。来

年
、会
津
の
夏
の
風
物
詩
と

な
る
東
山
温
泉
へ
お
越
し
く

だ
さ
い（
㈱
目
黒
工
業
商
会
・

目
黒
健
之
）。

　

鯉
釣
り
と
の
出
会
い
は
50

年
前
。友
人
に
誘
わ
れ
て
釣

り
券
を
５
０
０
０
円
で
購

入
。そ
れ
か
ら
釣
り
道
具
を

揃
え
準
備
を
し
、当
日
午
前

６
時
に
沼
に
到
着
。釣
り
場

所
の
抽
選
を
引
い
て
場
所
に

つ
き
開
始
の
合
図
で
ス
タ
ー

ト
。そ
れ
か
ら
20
年
間
は
釣

果
を
い
か
に
あ
げ
る
か
、竿

や
浮
き
、仕
掛
け
を
変
え
釣

り
場
へ
向
か
う
日
々
で
あ
っ

た
。

　

現
在
は
友
人
か
ら
借
り
た

沼
で
数
人
の
仲
間
と
時
間
は

自
由
に
、釣
り
場
所
は
各
人

が
最
初
に
決
め
た
場
所
で
い

つ
で
も
そ
の
場
所
。浮
き
の

動
き
を
見
て
そ
の
一
瞬
に
合

わ
せ
て
釣
り
あ
げ
る
。そ
の

手
ご
た
え
、
な
ん
と
も
言
え

な
い
満
足
感
。

　

春
先
な
ど
は
ウ
グ
イ
ス
の

声
を
聞
き
、
カ
ワ
セ
ミ
も
姿

を
見
せ
、
な
ん
と
も
の
ど
か

な
時
間
。無
心
に
浮
き
を
見

て
過
ご
す
時
間
。ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
よ
う
と
思
い
な
が

ら
や
っ
て
い
る
が
、動
体
視

力
の
衰
え
、体
の
敏
捷
性
の

衰
え
、年
を
感
じ
な
が
ら
釣

り
に
い
そ
し
む
日
々
で
あ
り

ま
す（
齋
藤
電
建
工
業
㈱
・
齋

藤
和
夫
）。

　

先
日
、
い
わ
き
支
部
丹
野

支
部
長
、
い
わ
き
電
設
業
協

会
三
浦
会
長
の
も
と
、毎
年

恒
例
と
な
る
合
同
の
納
涼
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
小
名
浜
オ
ー

シ
ャ
ン
Ｃ
Ｃ
を
舞
台
に
、会

員
、賛
助
会
員
含
め
て
26
人

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、連
日
の
猛
暑
と

は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、海
か

ら
の
爽
や
か
な
風
の
中
、笑

い
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ョ
ッ

ト
あ
り
の
大
変
楽
し
い
コ
ン

ペ
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、

三
浦
会
長
よ
り
会
員
企
業
、

賛
助
会
員
共
に
協
力
し
合
っ

て
激
動
の
時
代
を
乗
り
切
っ

て
い
こ
う
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、参
加
者
が
心
を
一
つ
に

致
し
ま
し
た（
岩
電
機
工
事

㈱
・
蛭
田
淳
）。

　

平
日
は
仕
事
に
追
わ
れ
、

休
日
は
ぐ
っ
た
り
。。。
そ
ん

な
皆
さ
ん
へ
、私
の
休
日
の

過
ご
し
方
、特
に
疲
れ
を
癒

す
た
め
の
効
果
的
な
方
法
を

紹
介
し
ま
す
！

　

疲
労
回
復
に
は
休
養
が
必

要
で
す
。横
に
な
る
、睡
眠
を

と
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、今
回
紹
介
す
る
の
は

「
積
極
的
休
養
」で
す
。積
極

的
に
休
養
？
っ
て
、
少
し
違

和
感
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。し
か
し「
積
極
的
休
養
」

は
ア
ス
リ
ー
ト
も
実
践
す

る
、効
果
的
な
疲
労
回
復
法

の
一
つ
で
す
。

　

休
養
と
い
う
と
静
か
に
休

息
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し

ま
す
が
、「
積
極
的
休
養
」の

場
合
は
逆
。体
調
や
運
動
習

慣
に
応
じ
て
軽
い
運
動
を
行

い
ま
す
。体
を
動
か
す
こ
と

で
血
液
が
循
環
し
疲
労
物
質

が
排
出
さ
れ
、疲
労
回
復
と

い
う
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

私
も
こ
の「
積
極
的
休
養
」

を
取
り
入
れ
、週
末
に
な
る

と
あ
え
て
外
へ
出
て
、散
歩

や
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。適
度

な
運
動
を
す
る
こ
と
で
、健

康
増
進
と
ス
ト
レ
ス
解
消
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。皆

さ
ん
も
健
康
に
気
を
つ
け

て
、仕
事
も
休
日
も
楽
し
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
！
（
高
柳

電
設
工
業
㈱
・
板
橋
理
）。
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「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切

に
し
た
い
会
社
」と
い
う
本

が
あ
り
ま
す
。法
政
大
学
の

坂
本
光
司
教
授
の
著
書
で

す
。

　

坂
本
教
授
は
、
こ
の
著
書

の
中
で「
会
社
は
誰
の
た
め

に
あ
る
も
の
な
の
か
」と
い

う
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
ま

す
。

　

そ
の
答
え
は「
会
社
は
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
、経
営
者

や
株
主
だ
け
の
も
の
で
は
な

く
、従
業
員
や
そ
の
家
族
、顧

客
や
地
域
社
会
な
ど
、
そ
の

企
業
に
関
わ
る
す
べ
て
の

人
々
の
も
の
」と
定
義
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
会
社
に

と
っ
て
の
利
害
関
係
者
を
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
い
ま

す
ね
。
つ
ま
り
、
会
社
は
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
に
あ

る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、坂
本
教
授
は「
会
社

に
は
、
ど
ん
な
使
命
と
責
任

が
あ
る
の
か
」と
い
う
問
い

に
対
し
て「
５
つ
の
人
に
対

す
る
使
命
と
責
任
が
あ
り
、

そ
の
５
つ
の
人
に
対
す
る
使

命
と
責
任
を
果
た
す
た
め
の

行
動
が
、本
当
の『
経
営
』で

あ
る
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
５
つ
の
人
に
対
す
る

行
動
と
は
①
社
員
と
そ
の
家

族
を
幸
せ
に
す
る
②
外
注

先
・
下
請
け
企
業
の
社
員
を

幸
せ
に
す
る
③
顧
客
を
幸
せ

に
す
る
④
地
域
社
会
を
幸
せ

に
し
、活
性
化
さ
せ
る
⑤
株

主
の
幸
せ
―
と
し
て
い
ま

す
。

　

私
も
か
く
あ
り
た
い
と
感

じ
る
本
で
し
た（
広
報
委
員
・

蛭
田
淳
）。

TEL 024－534－7456お問い合わせは

購読会員無料ID発行中

ご活用ください、本紙Web
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積
極
的
休
養

の

す

す

め

合
同
で
納
涼 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

東
山
盆
踊
り

福
島
ツ
ア
ー

 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
参
加
者
ら 
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